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【事業実施に向けた打ち合わせおよび現地調査、ミニ公演】 

１）日 程   平成２７年５月２１日（木）～２６日（火） 

２）場 所   福島市の保育園２カ所にて人形劇公演を実施。 

福島市、川俣町において事業支援団体および行政担当者との打ち合わせ。 

３）参加劇団  人形劇団野良犬（１名）、劇場スタッフ（１名） 

４）公演記録 

月/日（曜） 開演時間 会 場 公演プログラム 観客数 

５/２２（金） １５：０0 
福島わかば保育園 

福島市浜田町４－５ 

人形劇 

「おむすびころりん」 

パネルシアター 

「ママのおけしょう」 他 

７２名 

（小６７、

大人５） 

５/２５（月） １１：０0 
立子山季節保育園 

福島市立子山字竹ノ内２１ 

人形劇 

「おむすびころりん」 

パネルシアター 

「ママのおけしょう」 他 

１２名 

（小９、大

人３） 

５）写真で見る公演及び調査記録 

①ミニ人形劇公演（福島わかば保育園） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 施設の中には、現地での保育園公演等の受入れを調整してくださっている方が作ってくれた手

描きのポスターが貼られていた。今回公演した２カ所の会場共に貼られており、様々な形で協

力していただけていることにあらためて感謝の気持ちでいっぱいになった。 

 保育園ということで１歳～６歳までの子どもたちが観劇。大きな声と人形にびっくりして泣い

てしまう小さな子どもたちと、大笑いで人形劇を観ている子どもたちとで、涙と笑いでいっぱ

いの賑やかな公演となった。 

 公演終了後は、札幌のお母さんたちから預かったハンドパペットをプレゼント。 

 人形劇のお礼にと、子どもたちから元気な歌と、子どもたちが描いたイラストがプリントされ

た可愛らしい巾着袋をいただいた。 
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②ミニ人形劇公演（立子山季節保育園） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 山間にある全園児数が１０名のとてもかわいらしい保育園。 

 最初は緊張していた子どもたちも、普段から大好きだという手品で緊張も和らぎ、最後まで集

中して観てくれた。 

 札幌からのハンドパペットの他に、宮城の人形劇フェスティバルにおいて「いい顔・笑顔・人

形劇の会」から子どもたちに渡して欲しいと頼まれたパネルシアターとパペットもプレゼント。 

【園長先生のお話より】 

 豊かな自然に囲まれた立子山保育園は、山を散策するなど大自然を先生にして子どもたちが成

長をしてきたが、震災後は放射線量が高く屋外での活動はほとんどできなくなってしまった。 

 これまでの保育方法を根本から見直すことが迫られ、先生たちは知恵を出し合い大変な苦労を

して園児と向き合ってきた。 

 運動が制限されることで子どもたちの体力が低下することを懸念し、考えついたのが園内の

「雑巾がけ」。雑巾がけで競争するなど、遊びの要素を取り入れることで子どもたちの成長に

働きかけた。 

 春には園の周りが桜で満開になり、夏には外で流しそうめん･･･と四季折々の自然の魅力を保

育に取り入れてきた震災前のお話を聞かせていただいた。私たちが訪れた 5月も緑の木々が美

しく、豊かな自然環境に感動を覚えるほどであったが、同時に放射能という見えない影が全て

を覆い尽くしているようにも思え、やりきれない気持ちがする。 
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③その他 

 現地の方の協力を得て、福島市の「放射線モニタリングセンター」を見学(5月 25日)。 

現在、福島市内に出張所も含めて 19カ所設置されている。事前に予約をして食品を持ち込む

と、その食品の放射線量を測ってもらえる。これまでは食品の放射線量を測る機械は、食品を

細かく切り刻まなければ測れなかったが、平成 25年に新たに導入された機械は食品をそのま

まの形で線量を測ることができる。これにより一般の家庭の方でも気軽に検査ができるように

なった。例えば購入した食品でも不安に感じれば検査をしたり、自宅でとれた野菜や果物など

を収穫して持ち込めば、安全かそうでないかが調べられる。食材も元の形のまま返却されるの

で無駄にすることなく検査が受けられる。施設を利用できるのは福島市に在住の方。 

今回は渡利地区に住む方の裏庭で採れたタケノコの線量を測ってもらった。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

入口には、靴の裏などに付着した放射性物質を外部  受付で検査申込書に必要事項を記入し食材を預ける。 

から持ち込まないための粘着シートが設置。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

平成25年度に導入された測定器を紹介する写真。  今回の検査では、放射性物質は検出されなかった。 

検査は15分ほどで終了する。 

 

 

今回、東北に滞在した期間においては、様々な立場の方からお話を伺うことができました。保育園

の先生、子どもを持つお母さん、子どもたちの健康を維持するために知恵を出し合い活動を行う団体

の方、私たちと同じように被災地に人形劇を届ける活動をしている全国のプロの人形劇団の方々。 

食物の放射線検査もそうですが、北海道にいては想像もつかないような事が日常として組み込まれ

ている現実がありました。立場は色々でしたが、今回出会った方達が共通してお話をされていた事は、

やはり子どもたちの未来の事です。 

 子どものための文化施設である私達にできる事は何か？目を背けず、耳を傾けて、考えていかなけ

ればならない事だとあらためて感じました。 


